






















































































































 　2011年 9 月　本科目の授業開始（～2012年1月） 
 　2011年11月　本学でのFD研修会における，秋山による本科目に関する事例発表 
 　　　同　　　 松本から秋山に共同研究の提案 
 　2011年12月　1回目の聞き取り調査，受講生への質問紙調査の準備 
 　2012年 1 月　受講生への質問紙調査を実施，その他データの収集 
 　2012年 2 月　データの分析・論文（本稿）草稿執筆 
 　2012年 5 月　論文草稿を基に会談，コンサルテーション 
 　2012年 7 月　論文完成に向けて読み合わせを重ねる 






















































































































































































































































































1―1 大学の授業での学習に意欲的に取り組みたい 3.93 .788 .459 .115
1―13疑問に思ったことは自分で調べて解決したい 3.69 .936 .545 .033
1―3 大学での学習を自分自身の力でよりよいものにできると思う 3.56 .962 .463 .216
1―5 大学での学習においては，学生自身も責任をもつべきだと思う 4.33 .767 .776 －.204
1―12授業外での学習に意欲的に取り組みたい 3.44 .994 .271 .524























1―7　  この授業に意欲的に取り組んだと思う 3.65 .880
1―15　この授業で学習したことを実生活や将来の職業に活かしたい 3.60 1.018














1―4　この授業では，積極的に授業の内容を理解しようと努めた 3.85 .860 .826









































3―1　この授業を通して，日頃から自発的に考える習慣が身についた 3.09 .972 .656





































2―1　この授業の形式（※）が好きだ 3.31 1.118 .873
2―8　他の受講生や教員と議論することは楽しかった 3.49 1.108 .849
2―6　大学における他の授業も，この授業の形式を取り入れてほしい 3.35 1.139 .774












































回 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14





回 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14














問 6：授業／シラバス 3.2 3.6
問 7：授業／教材 3.7 3.9
































問 6：授業／シラバス 3.2 3.4
問 7：授業／教材 3.7 4.3





















































そう思わない 0.0％ 0.0％ 1.2％
ややそう思わない 7.4％ 8.9％ 9.3％
どちらとも言えない 19.1％ 20.0％ 39.8％
ややそう思う 48.5％ 35.6％ 26.1％
そう思う 20.6％ 33.3％ 21.1％

























そう思わない 0.0％ 2.2％ 0.6％
ややそう思わない 1.5％ 2.2％ 3.7％
どちらとも言えない 19.1％ 17.8％ 23.6％
ややそう思う 30.9％ 31.1％ 41.0％
そう思う 42.6％ 42.2％ 28.6％






















評価 4年以上 3年 2年 計 割合
S 1 5 6 12 11％
A 1 14 11 26 24％
B 2 18 16 36 34％
C 5 13 8 26 24％
D 1 6 0 7 7％
計 10 56 41 107 100％
金曜4限
評価 4年以上 3年 2年 計 割合
S 4 0 9 13 19％
A 5 1 8 14 20％
B 8 7 14 29 41％
C 4 3 2 9 13％
D 3 1 1 5 7％






















度数 ％ 度数 ％








1段階下がる 10 9.6 6 8.6
2段階下がる 2 1.9 1 1.4




度数 平均値 度数 平均値
S 13 12.15 15 11.00
A 27 11.04 12 11.33
B 40 10.90 30 10.53
C 23 9.91 10 9.20













1―1 　大学の授業での学習に意欲的に取り組みたい 3.91 .771 3.97 .816 －.535
1―2 　 積極的にディスカッション（グループおよび全体）
に参加した 2.85 1.133 3.66 1.034 －4.792***
1―3 　 大学での学習を自分自身の力でよりよいものにでき
ると思う 3.50 .942 3.66 .991 －1.091
1―4 　積極的に授業の内容を理解しようと努めた 3.90 .838 3.76 .892 1.113
1―5 　 大学での学習においては，学生自身も責任をもつべ
きだと思う 4.29 .756 4.39 .786 －.789
1―6 　できることなら勉強はしたくない 3.17 1.128 3.14 1.146 .145
1―7 　この授業に意欲的に取り組んだ 3.62 .843 3.70 .938 －.614
1―8 　 学習したことは実生活や将来の職業に活かせると思
う 3.50 1.007 3.64 .948 －.942
1―9 　教員や他の受講生の話を真剣に聞いていた 3.86 .914 3.89 .790 －.214
1―10　 この授業に触発されて，授業時間外に自分で調べた
ことがある 2.74 1.184 2.67 1.201 .365
1―11　この授業で「学んだ」という実感がある 3.88 .855 3.84 .958 .259
1―12　授業外での学習に意欲的に取り組みたい 3.42 .984 3.49 1.015 －.454
1―13　疑問に思ったことは自分で調べて解決したい 3.68 .897 3.71 1.001 －.192
1―14　この授業は充実していた 3.98 .756 3.97 .851 .079
1―15　学習したことを実生活や将来の職業に活かしたい 3.54 1.021 3.70 1.012 －1.010
2―1 　この授業の形式が好きだ 3.32 1.079 3.29 1.181 .220
2―2 　 他の受講生の意見を聞くことは自分の学習に有意義
であった 3.73 1.038 3.74 1.115 －.053
2―3 　 この授業のことを他者（同級生・先輩・後輩など）
に話したい 2.95 1.083 3.07 .997 －.737
2―4 　 自分の意見を他の受講生や教員に発表することは自
分の学習に有意義であった 3.18 1.073 3.73 .931 －3.449***
2―5 　 教員は学生の意見をなるべく多く把握しようと努め
ていたと思う 4.36 .845 4.30 .805 .484
2―6 　 大学における他の授業も，この授業の形式を取り入
れてほしい 3.43 1.108 3.23 1.182 1.139
2―7 　教員は学生の意見をよく聞いていたと思う 4.46 .747 4.47 .717 －.126





 　（1 ― 4）この授業では積極的に授業の内容を理解しようと努めた。 
 　　⇒全体（3.85），火曜2限（3.90），金曜4限（3.76） 
 　（1 ― 7）この授業に意欲的に取り組んだと思う。 
 　　⇒全体（3.65），火曜2限（3.62），金曜4限（3.70） 









いたと思う 4.06 .928 4.16 .828 －.728
3―1 　日頃から自発的に考える習慣が身についた 3.10 1.009 3.07 .922 .222
3―2 　自分で考えることの大切さを理解した 3.85 .886 3.89 .910 －.276
3―3 　 他の受講生や教員に自分の意見をわかりやすく伝え
られるようになった 2.91 .936 2.97 .884 －.410
3―4 　 現代の日本経済を考えるための知識を得ることがで
きた 3.78 .920 3.73 .900 .372
3―5 　 イノベーションや新規参入に関する知識を得ること
ができた 3.98 .855 4.04 .788 －.484
3―6 　 現代の日本経済を活性化させる方策を自分なりに考
えることができた 3.77 .891 3.72 1.027 .319
《学習意欲》大学での学習意欲 －.051 .820 .077 .902 －.961
《学習意欲》大学外での学習意欲 －.033 .789 .050 .865 －.647
《授業への参加意識》 －.020 .815 .029 .899 －.378
《ディスカッションの意義》 －.098 .853 .149 .854 －1.856
《授業目標の達成度に関する自己評価》 .011 .932 －.016 .936 .184
《教員が学生の意見を把握している程度に対する評価》 －.004 .879 .005 .886 －.064






 　（3 ― 1）この授業を通して，日頃から自発的に考える習慣が身についた。 
 　　⇒全体（3.09），火曜2限（3.10），金曜4限（3.07） 
 　（3 ― 2）この授業を通して，自分で考えることの大切さを理解した。 
 　　⇒全体（3.86），火曜2限（3.85），金曜4限（3.89） 
 　（3 ― 6）この授業を通して，現代の日本経済を活性化させる方策を自分なりに考えることが
できた。 
 　　⇒全体（3.75），火曜2限（3.77），金曜4限（3.72） 
 　（1 ― 10）この授業に触発されて，授業時間外に自分で調べたことがある。 
 　　⇒全体（2.71），火曜2限（2.74），金曜4限（2.67） 
 　（1 ― 13）疑問に思ったことは自分で調べて解決したい。 
 　　⇒全体（3.69），火曜2限（3.68），金曜4限（3.71） 





















 　（2 ― 4）自分の意見を他の受講生や教員に発表することは自分の学習に有意義だった。 
 　　⇒全体（3.40），火曜2限（3.18），金曜4限（3.73） 
 　（2 ― 8）他の受講生や教員と議論することは楽しかった。 
 　　⇒全体（4.34），火曜2限（4.36），金曜4限（4.30） 
 　（3 ― 3）この授業を通して，他の受講生や教員に自分の意見を分かりやすく伝えられるよう
になった。 
 　　⇒全体（2.94），火曜2限（2.91），金曜4限（2.97） 



















































度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差
S 27 1.2778 .37268 13 1.4487 .33599 14 1.1190 .34237
A 39 .6282 .69927 27 .6914 .73628 12 .4861 .61323
B 69 .7295 .42979 39 .7308 .45179 30 .7278 .40703
C 32 1.3490 .68570 22 1.4394 .68341 10 1.1500 .68245
D 4 1.9167 .21517 1 2.0000 ― 3 1.8889 .25459












定期試験成績 2クラス全体 火曜2限 金曜4限度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差
S 28 3.64 1.224 13 3.08 1.320 15 4.13 .915
A 39 3.33 1.132 27 3.07 1.174 12 3.92 .793
B 69 3.03 1.084 39 2.56 1.021 30 3.63 .850
C 32 2.94 1.134 22 2.82 1.097 10 3.20 1.229







































回数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 計 受講生平均
火曜2限 50 10 14 4 7 6 2 6 2 1 2 104 2.01
金曜4限 26 8 11 4 5 4 4 5 3 0 0 70 2.36
表23　全授業期間を通じた発言回数と主要な尺度・項目との相関係数
2―1 定期試験成績 《教員が学生の意見を把握している程度に対する評価》








 ・ 大学外での学習意欲については，「実生活に活かしたい」（1 ― 15）と「授業時間外に調べた」








































② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1―7 1―15 1―8 1―10 1―11 1―14 出席回数
①定期試験成績 .106 .188 .153 .043 －.067 .054 .072 .114 .053 .060 .015 .173 .104 .276**
② 《学習意欲》大学での学習意欲 ― .632** .581** .541** .408** .408** .515** .430** .518** .450** .360** .492** .440** .167
③ 《学習意欲》大学外での学習意欲 ― .290** .321** .007 .175 .276** .231* .394** .188 .307** .192 .166 .112
④《授業への参加意識》 ― .711** .362** .608** .565** .634** .553** .515** .466** .754** .645** .204*
⑤ 《授業目標の達成度に関する自己評
価》 ― .399
** .592** .576** .544** .647** .633** .488** .708** .656** .084
⑥ 《教員が学生の意見を把握している
程度に対する評価》 ― .305
** .347** .216* .299** .328** .100 .459** .385** .099
⑦ 《アクティブ・ラーニングへの評価》 ― .853** .528** .434** .415** .398** .403** .620** .134
⑧ 《ディスカッションの意義》 ― .517** .496** .418** .350** .437** .520** .271**
1―7 　授業に意欲的に取り組んだ ― .364** .330** .333** .406** .495** .292**
1―15 　実生活などに活かしたい ― .701** .360** .519** .518** .166
1―8 　実生活などに活かせると思う ― .284** .545** .564** .078
1―10 　授業時間外に調べた ― .406** .282** .059









い成績を収める学生もいるということである。Bransford et al eds（2000＝2002: 22）は，「個別学
習と協同学習のどちらを好むかには個人差があ」ると指摘している。従って，その個人差と定期
試験成績との関連を検討することを通して，本授業におけるATIについて検討する。 











② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1―7 1―15 1―8 1―10 1―11 1―14 出席回数
①定期試験成績 .396** .298* .519** .401** .395** .378** .378** .361** .373** .294* .246* .467** .335** .429**
② 《学習意欲》大学での学習意欲 ― .799** .522** .577** .129 .338** .493** .235 .433** .379** .270* .417** .270* .136
③ 《学習意欲》大学外での学習意欲 ― .493** .592** .128 .372** .507** .168 .495** .409** .275* .384** .334** .122
④《授業への参加意識》 ― .697** .570** .604** .472** .687** .549** .434** .422** .760** .698** .447**
⑤《 授業目標の達成度に関する自己評
価》 ― .436
** .604** .557** .568** .613** .427** .429** .714** .623** .306*
⑥ 《教員が学生の意見を把握している
程度に対する評価》 ― .492
** .416** .548** .396** .272* .174 .629** .633** .407**
⑦ 《アクティブ・ラーニングへの評価》 ― .695** .494** .621** .450** .446** .533** .682** .236*
⑧《ディスカッションの意義》 ― .336** .585** .497** .245* .489** .494** .204
1―7 　授業に意欲的に取り組んだ ― .408** .269* .336** .673** .588** .574**
1―15 　実生活などに活かしたい ― .626** .395** .638** .629** .180
1―8 　実生活などに活かせると思う ― .405** .512** .472** .087
1―10　授業時間外に調べた ― .459** .374** .126

































度数 定期試験成績の平均値 度数 定期試験成績の平均値
1 5 2.40 7 1.57
2 17 2.18 8 1.88
3 39 2.26 25 2.44
4 27 2.07 18 2.56


































































































































































1 ― 13，平均値3.69），授業外での学習に意欲的に取り組みたい（項目1 ― 12，平均値3.44）と思っ
たりしている。しかし，その意欲が，実際の学習行動（項目1 ― 10）に結びついているとは言い
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